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若
者
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
に

新
総
合
戦
略
を
策
定
へ

　
市
は
、
人
口
減
少
社
会
に
対
応

し
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め「
第
２
期
長
岡
市
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
定
め
ま
す
。

　
今
年
度
で
終
了
す
る
現
在
の
戦

　
山
本
五
十
六
、
河
井
継
之
助
な

ど
長
岡
の
先
人
の
歴
史
資
料
を
数

多
く
保
管
・
展
示
し
て
い
る
如
是

蔵
博
物
館
。
12
月
25
日
、
所
有
す

る
（
公
財
）
日
本
互
尊
社
か
ら
同

博
物
館
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
茶
室
・
管

理
棟
を
含
む
建
物
や
敷
地
、遺
品・

書
簡
・
遺
墨
と
い
っ
た
４
、７
５

０
点
に
及
ぶ
所
蔵
品
で
す
。
昨
年

１
月
に
長
岡
の
人
材
育
成
に
活
用

し
て
ほ
し
い
と
、
寄
付
の
申
し
入

れ
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
互
尊
社
の
創
設
者
・
野
本

恭
八
郎
（
互
尊
翁
）
は
、
互
尊
独

尊
※
の
精
神
を
説
き
、
人
材
育
成

の
重
要
性
を
考
え
、
互
尊
文
庫
を

設
立
し
た
人
物
。
如
是
蔵
博
物
館

は
、
野
本
恭
八
郎
の
精
神
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
長
岡
の
偉
人
に
関

す
る
資
料
を
多
く
所
蔵
す
る
、
長

岡
市
の
貴
重
な
歴
史
的
財
産
で
す
。

人
材
育
成
と
ま
ち
づ
く

り
へ
の
活
用
を
検
討

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
所
蔵
品
の

適
切
な
管
理
と
調
査
研
究
に
努
め

る
と
と
も
に
、
同
博
物
館
を
無
料

で
公
開
し
ま
す
。

　
来
年
度
は
企
画
展
を
開
催
し
、

こ
れ
ま
で
同
博
物
館
で
展
示
し
て

略
に
続
く
新
し
い
戦
略
で
は
、
引

き
続
き
、
将
来
を
担
う
「
若
者
」

を
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
に
据
え
ま

す
。
若
者
が
個
性
と
力
を
発
揮
し
、

活
躍
で
き
る
施
策
を
進
め
、
地
元

へ
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

　
戦
略
は
、「
若
者
定
着
」「
子
育

て
」「
教
育
」
な
ど
の
６
つ
の
柱

（
下
記
）
で
構
成
。
さ
ら
に
、
共

通
の
視
点
と
し
て
、
市
政
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
新
た
な
発
想
と
先
端

技
術
を
取
り
入
れ
る
「
長
岡
版
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」
を
加
え

ま
す
。
こ
れ
ら
に
基
づ
き
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策
を

展
開
し
ま
す
。

　
新
総
合
戦
略
は
市
民
の
み
な
さ

ん
の
意
見
を
踏
ま
え
て
策
定
し
、令

和
２
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

問
政
策
企
画
課
Ｔ
39
・
２
２
０
４

長
岡
版
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
共
通
の
視
点
に

い
た
資
料
に
加
え
、
未
公
開
資
料

も
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
広
く
公
開

す
る
予
定
で
す
。

　
市
は
こ
の
貴
重
な
資
料
を
活
用

し
、
野
本
恭
八
郎
の
精
神
を
後
世

に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
、
長
岡
の

さ
ら
な
る
人
材
育
成
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
長
岡
駅
に
近

接
す
る
立
地
を
活
か
し
、
ま
ち
な

か
の
回
遊
性
の
向
上
や
交
流
人
口

の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

※
互
尊
独
尊
…「
人
は
そ
れ
ぞ
れ
唯
一

無
二
の
尊
い
存
在
で
あ
り
（
独
尊
）、

互
い
を
尊
重
し
て
生
き
る
こ
と（
互

尊
）の
両
方
が
大
切
で
あ
る
」と
い

う
思
想

問
政
策
企
画
課
Ｔ
39
・
２
２
０
４

300,000

275,000

２５０，０００

２２５，０００

２0０，０００

175，０００
2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

（人）

235,614人

221,647人

2040年には人口が22万１千人程
度になり、その後も減少

国立社会保障・人口問題研究所
による推計〈 〉

〈新総合戦略で目指す姿〉
人口減少を最小限に抑え、
2040年以降は、23万５千人
程度を維持

長岡市の人口の将来展望

✔ ご意見をお寄せください
全文はこちらで 募集期間
市ホームページ、アオーレ長岡市民 
情報ラウンジ、市民センター、各
支所地域振興課

２月14日㈮までに住所、氏名を明記
し、〒940－8501（住所不要）政策企
画課に郵送、Ｆ39・2272、Ｅメール
info@city.nagaoka.lg.jpで

6
戦略 戦略若者定着 働く1 4
　若者が自ら魅力を生み出すまちづくりを
進め、若者の地元定着やＵ・Ｉターンを促
進します。

　若者が魅力を感じて働きたくなるように、
地元企業・地場産業の支援に加え、起業・
創業や企業誘致を産学官金で推進します。

戦略 戦略子育て 交流・連携2 5
　子どもや家庭に寄り添った切れ目のない
支援をすることで、長岡で子どもを育てた
いと思うまちづくりを進めます。

　「長岡ファン」を増やすとともに、関係
市町村などとの広域連携や国際的な交流の
充実で、交流人口・関係人口を増やします。

戦略 戦略教育 安全安心3 6
　米百俵の精神で、質の高い教育と教育環
境の整備を進め、長岡の未来を担う人材を
育てます。

　将来も住み続けたいと思えるような、誰
もが充実し、安全で安心して暮らすことが
できる快適なまちづくりを進めます。

　如是蔵とは、仏教で
「知恵の蔵」を意味し
ます。この考えのもと、
互尊翁はあらゆる文化

的に価値のある物品や人間の歴史に関す
る物品を集めました。
　如是蔵博物館には、歴史的に価値の
ある資料がたくさんあります。これらを
「新しい米百俵」を進める長岡の人材育
成に、ぜひ有効に活用してください。

所在地＝福住１丁目３番８号（長
岡駅東口から徒歩５分）　見学
できる日＝毎週水曜日～日曜日
午前10時～午後３時（祝日と年末
年始を除く）　申し込み＝同館Ｔ
32・1489　※見学には事前に予約
が必要です

日本互尊社
理事長
　原　和彦 さん

見学方法

「新しい米百俵」の
人材育成に活用を

如
にょ

是
ぜ

蔵
ぞう

博物館
日本互尊社から市へ寄贈

至宮内駅至宮内駅

長
岡
駅

至北長岡駅至北長岡駅

如是蔵博物館如是蔵博物館

東口 　 ●
阪之上小学校

人口減少に
対応する つの戦略


